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国土交通省大臣官房官庁営繕部

　（3）安定的な供給が可能であること

　・ 任意

15

12

11

10

3

2

1

撮影業者

電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形最高画像とし、CD-Rにて提出する。

 原板の大きさ（mm）提出部数撮影箇所数分類・規格

※100×125以上

・ 280万画素以上

※ 500万画素以上

・

・ 

・ 

※2

・ 

・ 

※2

内部（　　 ）

外観正面（　 　）

外部（　 　）

外部（　 　）

内部（　　 ）

外部（　 　）

内部（　　 ）

外部（　 　）

内部（　　 ）

・ 

※ キャビネ版

・ 電子データ

・ カラー四切木製パネル

・ カラー

工事完成時に次の写真を撮影し、監督職員に提出する。完成写真

技能検定作業適用工事種別

・ 鉄筋組立作業

・ とび作業

鉄筋工事

仮設工事

　施工計画書に技能士の氏名・資格証明を添付すること。

※技能士の活用を積極的に図ること。技能士

標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。特別な材料の工法

職員に提出する。

証明のためのガイドライン」（林野庁　平成18年 2月15日）に準拠した証明書を監督

本方針の判断の基準に従い、あらかじめ、「木材・木材製品の合法性、持続可能性の

※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基

し、同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受けること。

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものと

い。

るものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではな

設備機材等品質性能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受け

との証明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会等）が発行する「建築材料・ 

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有するこ

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（4）法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

満たすものとする。

JIS又はJASのマーク表示のない材料及びその製造者等は、次の（1）～（6）の事項を

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、

一
般
共
通
事
項

　 「CORINS」の登録を行うこと（請負工事費が500万円以上）

※ 適用する　　工事実績情報の登録

国土交通省大臣官房官庁営繕部

建設大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

※ 適用する届出手続等

適用基準等

特　記　事　項項　目章

1

　　　　 を優先する。

　　　　 においてそれらが関係法令の改正等により（条例を含む）抵触する場合には、関係法令の遵守（1.1.13）の規定

　　（6）木造標仕、標仕で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示している場合

Ｇ

　　（4）特記事項に記載の【　.　.　】は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　（3）特記事項に記載の（　.　.　）内表示番号は、木造標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

 　　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、ともに適用する。

　　　　 ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　（2）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

　2．特記仕様

　　　　 （報告書等）を用意すること。

　　（3）　請負者は完了検査（中間検査を含む。）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料等

 　　　　書を適用する。なお、電気設備工事の工事仕様書は（　　）図、機械設備工事の工事仕様書は（　　）図による。

　　　　 

　　（2）　電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様

　　　　 国土交通大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（最新版）」（以下「標仕」という。）による。

　　　　 準仕様書（最新版）」（以下「木造標仕」という。）による。また、木造標仕に記載されていない事項はすべて

　　（1）　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「木造建築工事標

　1．共通仕様

Ⅱ　建築工事仕様

　　　　 らダウンロード可能）による。

　1．工事場所

Ⅰ　工事概要

工 事 仕 様 書

設計図

・ 建築物解体工事共通仕様書（最新版）

・ 工事写真の撮り方　建築編

・ 建築工事標準詳細図（最新版）

の登録

材料の品質等

・ 公共建築工事改修工事標準仕様書（最新版）

3

　　（1）項目は、番号に　  印の付いたものを適用する。

建具工

左官

解体工

大工

職種

建具工事

竈製作

土間三和土

雑工事

基礎工事

左官工事

屋根下地

屋根工事

解体工事

主な作業

木工事

繕い補修

新材加工

軸組・造作

組立

(財)文化財建造物保存技術
協会による「建造物修理」

「建造物木工」の研修を

終了した者で堂宮建築の知

識を有するもの、又はこれ

に準ずる技能と知識を有す

ると認められた者

木造建造物の
造作工事に従事し、

改修・繕い工事

なども行う

経験豊かな者

文化財建造物の解体修理経験者

文化財建造物の修理経験者

文化財建造物の修理経験者

材料の調合等の知識を含む伝統

漆喰塗・土間三和土の実績を有

技法による小舞下地・土壁塗・ 

する者。

伝統技法による木製和風建具・ 
洋風建具の製作・取付け及び修
理等の実績を有する者

役物瓦・屋根下地を含む伝統技

が豊かな者

古民家等の解体経験

左記に準ずる者

土壁塗・漆喰塗

左記の補助的
技能者

主たる技能者 一般技能者

5

4

3

2

1

4

3

2

1

スランプ　　　　※ 15㎝又は18㎝　　・ 

設計基準強度　　※ 18N/㎜3　　・ 

施工範囲

捨コンクリートの厚さ　　※ 50㎜　　・ 捨コンクリート地業

　・ 図示（　　　　　）　 

　・ 基礎梁下、基礎スラブ下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

適用箇所

Ｇ材料　　・ 再生クラッシャラン　　　・ 切込砂利及び切込砕石砂利地業

・ 構内指定場所に堆積　　　・ 構内指定場所に敷均し

　　　　　 ・ 図示（　　　　　）　・ 原位置掘削時の根切りを試験掘りとする

　　　　　 位置等

　　　　・ 行わない　・ 行う

　　　試験掘り（根切り底の状態の確認等）

　　　　・ 図示（　　　　　）　・ 

　　　支持地盤の位置及び種類（基礎底部の位置含む）

　　　　・ 図示（　　　　　）　・ 

　　　支持地盤の位置及び種類（基礎ぐいの先端の位置含む）

・ 杭基礎支持地盤

建設発生土の処理

Ｇ

　　　　溶出試験実施要領（案）」により、六価クロム溶出試験を行う。

　　　　D種の場合は「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム

　　　　C種の場合（建設発生土受入量（　　　　）m3　発生場所：　　　　　　　）

種別　　・ A種　※ B種　・ C種　・ D種　・建設汚泥から再生した処理土

埋戻し及び盛土の種別埋戻し及び盛土

土
・
地
業
・
基
礎
工
事

3

工事用電力

工事用水

　 規模及び仕上げの程度は現場説明書による。

監督職員事務所

　 における2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　 同ガイドラインの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」

・ 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、

足場その他

仮
設
工
事

2

※ 現場説明書による　　　　・ 構外搬出適切処理(自然公園法届出先)  

　・ 基礎梁下

　・ 建築写真の撮影実績があるもので、監督職員が承諾する撮影業者

空中撮影　・ 行う　・ 行わない

夜景撮影　・ 行う　・ 行わない

7

山梨県韮崎市神山町鍋山地内

瓦葺工

法による実績を有する者

の経験豊かな者

2

・ カラー半切パネル

　2．工事期間

4.機械設備工事

3.電気設備工事

該当する材料

 ④ 旧JASのFco品

 ③ 旧JISのEo品

 　 大臣認定品

 ② 建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通

 ① JIS及びJASのF☆☆☆規格品　　第三種

　　ｆ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　 　 　デヒドを放散しない塗料等使用

　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアル

 　 　　デヒド放散しない塗料使用

　　ｄ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアル

 　 　　デヒドを放散しない材料使用

　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアル

　　ｂ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　ａ．接着剤等不使用

 ③ 下記表示のあるJAS規格品

 　 大臣認定品

 ② 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通

 ① JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品　　規制対象外

　ホルムアルデヒド放散量

　　 該当する材料が無い場合は監督員の承諾を受けF☆☆☆のものを採用する。

（2）設計図書に定める「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

　　　   散が極めて少ない材料を使用したものとする。

 　　　  ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発

　　 ④．①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、

 　　　  材料を使用する。

 　　　  ヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない

　　 ③．接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチル

 　　　  少ない材料を使用する。

　　 ②．接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が

 　　　  定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

 　　　  びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規

 　　　  剤、保温剤、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及

 　　　  Ｆ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接

 　　①．合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤ

　　 有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

（1）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

化学物質を放散させる建築材料等環境への配慮

発生材の処理等

　※ 地中埋設物について、図面及び現地により、詳細に調査すること。

　・ 建設発生土仮置場　　　　　※ 図示　・ 

　・ 資機材置場　　　　　　　　※ 図示　・ 

　・ 工事用車両の駐車場所　　　※ 図示　・ 

下記以外は現場説明書による。施工条件

すること。

このなかで、安全対策・使用材料・施工体制（下請け施工者の責任者等）も明らかに

・ 工種別施工計画書　（工種は監督職員の指示による。）

・ 総合施工計画書（総合的な計画をまとめたもの。）

次の工事施工計画書を提出すること。軽微な工種は必要としない。工事施工計画書

電気保安技術者4

5

6

7

8

石工

礎石類据付

基礎工事

雑工事

伝統技法による木造建造物の自

然石を用いた礎石等の据え付け

及び修理等の実績を有する者

左記の補助的

技能者

14

提出部数　※ 1部　・ 　部

提出部数　※ 1部　・ 　部

※施工図

※施工計画書

※完成図

完成時の提出図書

13

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

スチレンの濃度を測定し、報告する。

測定対象室（測定箇所数）/

化学物質の濃度測定

着工前の測定　　　※ 行わない　　　・ 行う

多目的スペース（2）

2

2

提出部数　※ 2部　・ 　部(A3版製品及び電子媒体(CD-R))

※保全に関する資料 提出部数　※ 1部　・ 　部2

・ 2

・ 3

・ 2

※ 原版は撮影業者の保管とし、追加プリントの連絡先を成果品に記入すること。

　 但し成果品提出後の施設実績紹介、実績報告及びPR等での著作権料は発生しない

　 ものとする。

17

16

設計ＧＬ

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

との取合い

他工事又は他工種

　　（5）　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成22年2月）」（環境省のホームページか

・ 適用する

※ 現場説明書による　・ 構外搬出適切処理

※ 監督員との現地協議による。

・ 設ける　　・ 設けない

構内既存の施設　　・ 利用できない　　・ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

構内既存の施設　　・ 利用できない　　・ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

・ ベタ基礎（土蔵既存部は図示による）

砂利厚さ　　・ 60㎜　・ 150mm　・　100mm

　・ 図示（　基礎伏図による　）　 

防水工事 ・ シーリング防水工事作業

屋根及びとい工事

木工事

建具工事 ・ 木製建具施工作業　・ 自動ドア施工作業

・ 建築塗装作業塗装工事

・ 瓦葺き工事作業　・ 内外装板金作業　

旧畠山一清邸新座敷移築復元工事

令和　　年　　月（全　　枚）5

　3．新座敷移築

　4．付属棟新築

　5．腰掛待合移築 2.外構工事　　　 既存附属建物移築

・ 文化財建造物保存修理工事等の実績 国指定重要文化財の施工実績提出（10年以内）

・ 大工工事作業及び文化財木工研修修了者

1-2).建築工事　　木造平屋建て及び渡り廊下（確認申請を要する新築工事）

1-1).建築工事　　木造平屋建て及び地階　移築工事（韮崎市指定文化財）

令和6年4月1日～令和7年3月31日

8

8

2

2

8

10

一級建築

士事務所

〒157-0063 東京都世田谷区粕谷 ３－21－14

TEL= 050-5885-2154 ／ MOB= 090-4736-0888

旧畠山一清邸新座敷移築復元工事

特記仕様書１ 03
洋設計室



・ 上小節

・ 特1等

・ 特1等

コンクリートの

種類及び強度

使用骨材による

3

土
・
地
業
・
基
礎
工
事

床下防湿層 施工範囲

　・ 

防湿工治

　※ ポリエチレンフィルム厚さ0.15以上

　・ 

防湿層の位置

　・ 図示（　　　　　）　 

鉄筋 鉄筋の種類

　・ SD295A

　・ SD345

　・ 

　・ 

　※ D16以下

　※ D19以上

種類の記号 呼び名（mm）

鉄筋の継手 継手方治等　

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

その他の鉄筋（　　　　　）

・ 溶接継手

※ 重ね継手　・ 

※ 重ね継手　・ 

 D19以上

 D19未満

 D19未満

部　位 継手方治 呼び名（mm）

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

　・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）4.1(a)による

　・ 図示（　　　　　）　 

　・ 

　・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）6.1、8.3、8.4による

　・ 図示（　　　　　）　 

　・ 

鉄筋の定着の方治

及び長さ

鉄筋の定着方治

　・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）4.1(b)による

　・ 図示（　　　　　）　 

　・ 

継手位置図

鉄筋の定着の長さ

　・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）4.1(b)による

　・ 図示（　　　　　）　 

鉄筋のかぶり厚さ

及び間隔

（溶接金網含む）

最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

　・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）表5.1による

　・ 図示（　　　　　）　 

　・ 

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

　・ 無

　・ 有　　適用箇所（　　　　　　）

　　 最小かぶり厚さ

　　 　・ 鉄筋径の1.5倍以上

　　 　・ 

軽量コンクリートで土に接する部分

　・ 無

　・ 有　　適用箇所（　　　　　　）

　 　・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）表4.1に加える厚さ（　　　）㎜

　 　・ 

耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）

　・ 無

　・ 有　　適用箇所（　　　　　　）

　 　・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）表4.1に加える厚さ（　　　）㎜

　 　・ 

鉄筋相互のあき（特殊な鉄筋を除く）

　・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）5.1(d)による

　・ 図示（　　　　　）　 

　・ 

各部配筋 各部配筋

　・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）による

　・ 図示（　　　　　）　 

　・ 

圧接完了後の試験 外観試験

　※ 行う（全数）

抜取試験

　※ 超音泅探傷事件

　　　試験の箇所数等

　　　・ 標準仕様書5.4.9、5.4.10による　　・ 

　・ 引張試験

　　　試験ロット：1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする。なお、200箇所を超える

　　　　　　　　　ときは200箇所ごととする

　　　試験片を採取した箇所の処置：ガス圧接

・ 普通コンクリートの設計基準強度

　・ 21

　・ 24

　・ 18

設計基準強度Fc（N/mm ） スランプ 適用箇所2

設計基準強度Fc（N/mm ）2

・ 軽量コンクリートの設計基準強度等

　・ 

　・ 

　・ 

　・ 

適用箇所スランプ

レディーミクスト

コンクリートの種別

種別

　※ Ⅰ類（JIS A 5308「レディーミクストコンクリート」に適合）　　・ Ⅱ類

セメント

Ｇ

Ｇ

4

木
造
工
事

木材の品質

接合金物 ・ Zマーク金物（軸組構治用）

・ Cマーク金物（枠組構治用）

・ Sマーク金物（同等品認定）

防腐・防蟻処理

5

軸
組
構
治（

壁
構
造
系）

工
事

材料等

床下張材

・ 木造標仕5.2.3(3)による構造用パネル　　　　　厚さ（　　　）㎜

・ 木造標仕5.2.3(2)によるパーティクルボード　　厚さ（　　　）㎜

・ 木造標仕5.2.3(1)による構造用合板　　　　　　厚さ（　　　）㎜

※ 図示（　　　　）

耐力壁 種類

・ 大壁造の面材耐力壁

・ 真壁造の面材耐力壁

・ 

材料・工治

※ 図示（　　　　）

6

軸
組
構
治（

軸
構
造
系）

工
事

材料等

接合部の工治 ※ 図示（　　　　）

床下張材 ※ 図示（　　　　）

・ 木造標仕5.2.3(1)による構造用合板　　　　　　厚さ（　　　）㎜

・ 木造標仕5.2.3(2)によるパーティクルボード　　厚さ（　　　）㎜

・ 木造標仕5.2.3(3)による構造用パネル　　　　　厚さ（　　　）㎜

本工事で使用する材料については下記による他、「4.木造工事」部位別材種による

本工事で使用する材料については下記による他、「4.木造工事」部位別材種による

本工事で使用する接合金物については下記による他、「4.木造工事」接合金物による

本工事で使用する接合金物については下記による他、「4.木造工事」接合金物による

土台 断面寸治　　　　※ 図示（　　　　）　・ 

仕口及び継手　　※ 図示（　　　　）　・ 

床枠組 ※ 図示（　　　　）　・ 

壁枠組 ※ 図示（　　　　）　・ 

小屋組及び屋根 ※ 図示（　　　　）　・ 

材料

丸
太
組
構
治
工
事

8

材料等7

枠
組
構
治
工
事

本工事で使用する材料については下記による他、「4.木造工事」部位別材種による

本工事で使用する材料については下記による他、「4.木造工事」部位別材種による

本工事で使用する接合金物については下記による他、「4.木造工事」接合金物による

本工事で使用する接合金物については下記による他、「4.木造工事」接合金物による

丸太組壁用木材

丸太組壁以外に用いる木材

構造用面材

接合具・接合金物等

継手加工及び継手の

補強方治

※ 図示（　　　　）　・ 

床下張材 ※ 図示（　　　　）

・ 木造標仕5.2.3(1)による構造用合板　　　　　　厚さ（　　　）㎜

・ 木造標仕5.2.3(2)によるパーティクルボード　　厚さ（　　　）㎜

・ 木造標仕5.2.3(3)による構造用パネル　　　　　厚さ（　　　）㎜

6

7

8

9

10

11

12

13

14

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

5

1

2

3

　※ 図示（　　　　）　・ 

　※ 図示（　　　　）　・ 

　※ 図示（　　　　）　・ 

　※ 図示（　　　　）　・ 

防腐処理

防蟻処理

　・ 行う（ ・ 高耐久性樹種　・ 加圧泉入木材　・ 表面処理用木材保存剤）

　※ 行う（ ・ 高耐久性樹種　・ 加圧泉入木材　・ 表面処理用木材保存剤）

防腐・防蟻処理剤の種類及び品質

　防腐・防蟻剤は監督職員の承諾するものとする。

部位別材種

土台

4 部　位

・ その他（　　　　　　　　）

※ ひのき、ひば、べいひば、くり、けやき

・ 1等

※ 特1等

火打土台 ※ 特1等

・ 1等

大引

・ その他（　　　　　　　　）

※ 特1等

・ 1等

床束 ※ ひのき、すぎ、べいまつ、からまつ、べいつが

根太

・ その他（　　　　　　　　）

・ 鋼製束　・ 合成樹脂製束

・ その他（　　　　　　　　）

・ 1等

・ 1等

根太掛け

・ その他（　　　　　　　　）

※ 特1等

・ 1等

柱 ※ ひのき、すぎ、べいつが

・ 小節

間柱

・ その他（　　　　　　　　）

※ ひのき、すぎ、べいまつ、からまつ、べいつが

・ 構造用集成材

※ 特1等

・ 1等

床梁・胴差・桁 ※ ひのき、べいまつ、からまつ、べいつが

火打梁

・

・

※ 特1等

・ 1等

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 特1等・ 構造用集成材

・ その他（　　　　　　　　）

・ 火打金物

・ その他（　　　　　　　　）

材　種 等　級

セメントの種類

※ 普通ポルトランドセメント

　 又は汬合セメントのA種

・ 高炉セメントB種

・ フライアッシュセメントB種

種　類 適用箇所

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、水和熱が

7日目で352J/g以下、かつ28日目で402J/g以下のものとする。

骨材 アルカリシリカ反応性による区分

汬和材料

　※ A　・ B

　　　試験片の採取数は、1ロットに対して（ ※ 3本　・ 　　）とする

汬和材量の使用量　※ 標準仕様書6.3.1(d)による

種類　　　　　　　※ 汬和剤　・ 汬和材

・

※ 18

気乾単位容積質量 普通コンクリート

軽量コンクリート

　・ 

無筋コンクリート

　※ 2.3t/ｍ 程度　　・ 3

設計基準強度等

コンクリートの

仕上り

部材の位置及び断面寸治の許容差

　※ 標準仕様書表6.2.3による

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

　・ A種

　・ B種

　・ C種

種　別 適用箇所

型枠 せき板の材料及び厚さ

　・ 合板（ ※ 12㎜　　・ 　　　）

断熱材の兼用

　・ 行わない　　・ 行う

MCR工治用シート

　・ 用いる

　　 打増し範囲　・ 図示（　　　　　）　・ 

　・ 用いない

スリーブの材種

　※ 標準仕様書6.8.3(ⅰ)(2)(ⅰ)から(ⅳ)による

※ 普通コンクリート

・ 軽量コンクリート

種　類
設計基準強度

（N/㎜ ）
2

スランプ

（㎝）

粗骨材の

最大寸治(㎜)
適用箇所

※ 15又は18

・

※ 25

・ 20

　　 打増し厚さ　※ 20㎜　　・ 

基礎

・ 小節

・ その他（　　　　　　　　）既存材

既存材

15

16

17

18

19

20

21

A-42

　・ 建物内の土間コンクリート下（土蔵沈下修正礎石廻りを除く） 　ＡＳで定める１等以上とする。

　とし、心持材の場合は背割りを行ったものとする。

　ＪＡＳに適合するもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

1.　構造材に用いる製材の品質は、構造用製材のＪＡＳに適合したものまたは製材のＪ

2.　見掛かりの造作用柱、板用製材の品質は、製材のＪＡＳで定める上小節以上のもの

3.　仕口を固める楔、栓は堅木とする。又雇い材は骨組材と同材以上または堅木とする。

4.　構造用に用いる集成材は、構造用集成材のＪＡＳに適合若しくは化粧ばり集成材の

5.　古材若しくはこれに類する部材については、上記品質に規定しない。

但し、監督員の承認を受けて使用する事。

・ ガス圧接　・ 機械式継手

　・ 15　・ 20

　・ 15　・ 20

　・ 15　・ 20

・ ひのき、すぎ、べいまつ、からまつ、べいつが

・ ひのき、ひば、べいひば、からまつ、べいまつ

・ ひのき、すぎ、べいまつ、からまつ、べいつが

・ ひのき、すぎ、べいまつ、からまつ、べいつが

・ ひのき、ひば、べいひば、からまつ、べいまつ

・ 火打金物（土蔵1階桁面）

※ 小節

・ その他（　　　　　　　　）

筋かい ※ 特1等

・ 1等

・

・ その他（　　　　　　　　）

小屋束

・ その他（　　　　　　　　）

棟木・母屋

・ その他（　　　　　　　　）

桁行筋かい・振止め

・ その他（　　　　　　　　）

垂木

・ その他（　　　　　　　　）

小屋梁

・ 特1等

※ 特1等

・ 1等

※ 特1等

・ 1等

※ 特1等

・ 1等

※ 特1等

・ 1等

・

・

・

・

既存材

既存材

既存材

※ ひのき、すぎ、べいまつ、からまつ、べいつが

※ ひのき、あかまつ、くろまつ、べいまつ

※ ひのき、すぎ、べいまつ、からまつ、べいつが

・ ひのき、すぎ、べいつが

・ ひのき、すぎ、べいまつ、からまつ、べいつが

・ ひのき、すぎ、べいまつ、からまつ、べいつが

・ その他（野地水平からの水平剛性を伝える為、

一級建築

士事務所

〒157-0063 東京都世田谷区粕谷 ３－21－14

TEL= 050-5885-2154 ／ MOB= 090-4736-0888

旧畠山一汴邸新座敷移築復元工事

特記仕様書２ 04
泛設計室



　　鋼板及び鋼帯（CGLCCR－20－AZ150）

 ※ 塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛合金めっき

―

9

木
工
事

10

防
水
工
事

FRP系塗膜防水 防水層

施工箇所 厚さ（㎜） 下地の種類

・ 合板類　・ 防火材

・ 合板類　・ 防火材

・ 合板類　・ 防火材

シーリング シーリング材の種類　　※下表以外は、木造標仕表10.3.1による

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

透湿防水シート 材料　　※ JIS A 6111に規定する透湿防水シートB

　　　　・ 

防水テープ 防水テープの幅　　※ 50㎜幅以上

改質アスファルト

フェルト

材料の品質　　※ 木造標仕表10.4.2による

ケイ酸質系塗布防水 防水層の種別

施工箇所 施工箇所

※ C-UI ・ C-UP

合成高分子系

ルーフィング

シート防水

防水層の種別

・ S－F1

・ S－F2

・ S－M1

・ S－M2

・ S－M3

種　別

種　別 種　別

※ 1.2 ・ 1.5

厚さ（mm）

※ 2.0 ・　

※ 1.5 ・　

※ 1.5 ・　

※ 1.2 ・　

使用分類

JIS 1312

施工箇所 仕上塗料塗り

・ シルバー

・ カラー

接着性試験　　※簡易接着性試験

　　　　　　　・引張接着性試験（部位：　　　　　　　　　　　）

塗膜防水 防水層の種別

・ X－1

・ X－2

・ Y－1

・ Y－2

仕上塗料塗り

　・ シルバー　・ カラー

Y－2工法の保護シート

　※ 適用する　・ 適用しない

※地下外壁防水　・　

※屋内防水　　　・　

その他 ※ 図示による他、標仕10章「防水工事」による
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石
工
事

石材 ・ 天然石

種　類 産地・名称 厚さ（mm） 表面仕上げの種類

・ テラゾ

　表面仕上げ　　※本磨き　　　　・　

　形状・寸法　　※図示

　種石の種類　　※大理石　　　　・　

壁の石張り工法 外壁石張り

　工法

　・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・乾式工法

　石裏面処理　　　・行う（・小口共）

　裏打ち処理　　　・行う

　ドレンパイプ　　※ステンレスSUS304　　・　

内壁石張り

　工法

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

　・乾式工法

　石裏面処理　　　・行う（・小口共）

　裏打ち処理　　　・行う

床及び階段の石張り 床石張りの裏面処理　　　・行う

階段石張りの裏面処理　　・行う

屋内のワックス掛け　　　・行う

12

タ
イ
ル
工
事

タイル タイルの種類

Ｇ

施工

箇所

形状寸法

（mm）

釉薬

施 無

吸水率

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

耐凍害性

有 無

役物

有 無

色

標準 特注

再生材の

適用

標準的な曲がり（小口、標準、二丁、びょうぶ）の役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　）

張付け用材料 ・ 既製調合モルタル

性能

保水率

（％）

単位容積質量

（ kg/　）

70.0以上 1.80程度

接着強さ（N/mm ）2

標準時 温冷繰返し後

0.60以上 0.40以上

長さ変化率

（％）

0.20以下

曲げ強さ

（N/mm ）2

4.0以上

有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

あと張り工法 壁タイル張りの工法

　内装タイル　　※壁タイル接着剤張り　　・改良積上げ張り

　外装タイル　　※密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り

　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

　躯体表面の処理方法　MCR工法又は目荒し工法（6章コンクリート工事9項による）

下地モルタル塗り　※標仕15.2.2～15.2.5

タイルの試験張り　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

躯体表面の処理　　・行わない　※行う（施工範囲　※図示　・　　　　）

型枠先付けの種類型枠先付け工法

※ タイルシート法

・ 目地桝法

・ 桟木法

・ 小口タイル

・ 二丁掛けタイル

・ 大形タイル

※標仕6.9.3［材料］(b)(2)又は

　金属製タイル先付け用パネル

・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

適用範囲 内装及び外装の木下地、木造作及び木仕上工事に適用する。

・ しない

木材

現場搬入時の木材の含水率　　　※ A種　・ B種

代用樹種を使用しない箇所　　 （　　　　　　　　　　　　）

集成材等 Ｇ 集成材及び単板積層材のホルムアルデヒド放散量　　※ 規制対象外　・ 第三種

施工箇所 樹種名 見付け材面の品質 寸法（mm）

※ 1等　・ 2等 ・ 図示

施工箇所
樹種名

心材 化粧
見付け材面の品質 寸法（mm）

※ 1等　・ 2等 ・ 図示

・ 造作用集成材

・ 化粧ばり造作用集成材

・ 単板積層材

施工箇所 寸法（mm）

※ 天然木化粧加工

・ 塗装加工

・ 化粧加工しない

表面の品質 防虫処理

 ・する

・ しない

・ 図示

( ・ 1等 ・ 2等 ・ 3等)

合板等 合板のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種

・ 普通合板

・ ﾗﾜﾝ

・ しな

※ 1類

・ 2類

針葉樹 ※C-D

広葉樹 ・ 1等

　　　 ※ 2等

・ する

・ しない

・ 難燃処理

・ 防炎処理

施工箇所
厚さ

（mm）

表板の

樹種名

接着の

程度
板面の品質 防虫処理

その他の

処理

※ 12 ・ 特類

※ 1類

・ 1級

※ 2級

※ C-D

・ 

・ する

・ しない

施工箇所
厚さ

（mm） 樹種名

表板の

程度
等級 板面の品質 防虫処理

・ 天然木化粧合板

接着の

その他の

処理
防虫処理

接着の

程度

化粧板の

樹種名

厚さ

（mm）
施工箇所

・ 3.2

※ 4.2

・ 6.0

・ なら

・ しおじ

・ 1類

・ 2類

・ する ・ 難燃処理

・ 防炎処理

・ 難燃処理

・ 防炎処理

・ する

・ しない

その他の

処理

・ 特殊加工化粧合板

・ 1類

・ 2類

・ 表面

・ 両面

※ 4.0

・ 

・ ｵｰﾊﾞ-
　 ﾚｲ

・ ﾌﾟﾘﾝﾄ

・ 塗装

・ F

・ FW

・ W

・ SW

施工箇所
厚さ

（mm）

化粧加工

の方法

表面

性能
加工面

接着の

程度
防虫処理

表面仕上げの程度　　　　　　　・ A種　※ B種　・ C種

1

2

3

4

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

3

1

2

3

4

種　別 適用タイル タイル型枠先付け面のせき板

種　別 施工箇所 備　考

・ 構造用合板

耐力壁
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屋
根
及
び
と
い
工
事

金属板葺

・

※ 0.4　・ 平葺

・ 心木あり瓦棒茸

・ 心木なし瓦棒茸

・ 横葺

・ 立平葺

・

下葺材料　　※ アスファルトル－フィング940

　　　　　　・ 改質アスファルトルーフィング下葺材

　　　　　　　　( ・ 一般タイプ　　・ 複層基材タイプ　　・ 粘着層付タイプ)

1

屋根葺形式 長尺金属板の種類 板厚（mm）

0.35

雪止め　　・ 設置する（図示）

折板葺

 ※ 重ね形

 ・ はぜ締め形

 ・ かん合形

 ・ 

山高（　　　）

山ピッチ

　　（　　　）

 板厚

  ※ 0.6

　・ 0.8

　・ 

 ※ 塗装溶融55％

　　ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛

　　合金めっき鋼

　　板及び鋼帯

　　(CGLCCR－20－

 ・ 

　　 AZ150)

※ あり

・ なし  ※ 30分

 ・ なし

断熱材　・ あり（種別：　　　　　　　　　　厚さ(㎜)：　　　防火性能：　　時間）

2 形　式 形状（mm） 材料（規格等） 軒先面戸板 耐火性能

雪止め　　・ 設置する（図示）

粘土瓦葺

施工箇所

種類

製法によ

る区分

形状によ

る区分

寸法によ

る区分
の種類

役物瓦
大きさ 難燃処理

瓦桟木　　　　　材質　※ 杉又はひのき　・ 

　　　　　　　　寸法　※ 幅21×高さ15(㎜)　・ 

棟補強用心材　　材質　※ 杉又はひのき　・ 

　　　　　　　　寸法　※ 幅40×高さ30(㎜)　・ 

雪止め瓦　　・ 適用する　・ 適用しない

3

瓦桟木の留付け工法　　※ 図示　・ 

棟の工法　　・ 7寸丸伏せ棟　・ のし一体棟　・ のし積み棟　・ 

スレート葺
役物

形状

寸法及び
種類施工箇所 色彩

4

雪止め　　・ 設置する（図示）

シングル葺

アスファルト 寸法色調形状品質施工範囲5

雪止め　　・ 設置する（図示）

とい

　　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（ ・ VP　・ RF-VP ） Ｇ

　　　　　　　・ 

　　　　　　　・ アルミ押出形材

6

施工箇所

御影石 図示

取合部

外部基壇縁石

御影石 図示 ビシャン仕上

003

基礎捨コン

基礎躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ

※既存材は適応除外とする。

 ※ 銅板

　　　　　　　※ 銅板

といの材種　　※ 金属板（　　　　　　　　　　　　　　）

一級建築

士事務所

〒157-0063 東京都世田谷区粕谷 ３－21－14

TEL= 050-5885-2154 ／ MOB= 090-4736-0888

旧畠山一清邸新座敷移築復元工事

特記仕様書３ 05
洋設計室
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金
属
工
事

仕上げ

※ HL程度

・ No.2B程度

・ 鏡面

・

種　類 施工箇所

・ B－1種（無着色）

・ B－2種（ ・ ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ ﾌﾞﾗｯｸ　・ ｽﾃﾝｶﾗｰ）

・

種　別 施工箇所

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

・ A種

・ B種

・ C種

・ D種

・ E種

・ F種

表面処理方法 種　別 施工箇所

鉄鋼の亜鉛めっき

アルミニウム及び

アルミニウム合金

の表面処理

金属成形板張り

・ スパンドレル形

・ パネル形

・ 押出し

・ ロール

※ プレス

・

※ アルミニウム製

・

厚さ(㎜)寸法(㎜)材　種製　法形　状

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示）

表面処理　　　　・ B-1種　　・ B-2種（　　　　　）

1.6

・ B－2種

 　B－1種

※ A－1又は

　（　　　　）

・ 

・ 

・ 

・ 

種　類 最小呼称肉厚(㎜) 表面処理 固定間隔

※固定方法及び間隔は図示による。

アルミニウム製笠木

※ コーナー部、突当り部等の役物は本体製造所の仕様による。

手すり及びタラップ

手すり

タラップ
・ 鋼

※ ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)

・ 鋼

※ ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) ※ HL程度　・ 鏡面程度　　　・ 

亜鉛めっき　外部　※ C種　　・ 

　　　　　　内部　※ E種　　・ 

※ 研磨なし　・ 　

亜鉛めっき　内外部　※ C種　・  

種　類 材料の種別 表面処理

ステンレスの表面 15

左
官
工
事

モルタル塗り 吸水調整材

性能

表示値±1.0以内 30分間で1以下 0.98以上 50以下

全固形分（％） 吸水量（g） 接着強度（N/mm ） 界面破断率（％）2

均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

防水剤の種類は建築用のモルタルに用いるセメント防水剤とする。

セメント重量

の5％以下

終結　10時間以内

始発　1時間以上

JIS R 5201の試験8

において

（JIS A 1404による試験）

70％以上 95％以下 80％以下

（294.0 kPaの

　水圧を1時間

　かける）

混合割合 凝結時間 曲げ及び圧縮強度比 吸水比 透水比

安定性、膨張性のひび割れ及びそりがないこと。（JIS R 5201の試験9）

既製目地材　※ 適用しない　・ 適用する

床目地　　　・ 設ける（工法　※ 押し目地　・　　　　　　　）

しっくい塗り

　　　　　　　　・ 図示（　　　　　）

調合及び塗厚　　※ 木造標仕表15.6.1,2による

仕上塗材仕上げ 仕上塗材の種類、仕上げの形状等

薄付け仕上塗材 ・ 外装薄塗材Si

・ 可とう形外装薄塗材Si

・ 外装薄塗材E

・ 可とう形外装薄塗材E

・ 防水形外装薄塗材E

・ 外装薄塗材S

・ 内装薄塗材C

・ 内装薄塗材L

・ 内装薄塗材Si

・ 内装薄塗材E

・ 内装薄塗材W

・

・

・ 砂壁状　・ 着色骨材砂壁状

・ 砂壁状　・ ゆず肌状　・ さざ波状

・ ゆず肌状　・ さざ波形　・ 凹凸状

・ 砂壁状　

・

・

・

・ 砂壁状じゅらく

・ 京壁状じゅらく　

複層仕上塗材 ・ 複層塗材CE

・ 複層塗材Si

・ 複層塗材E

・ 複層塗材RE

・ 可とう形複層塗材CE

・ 複層塗材RS

・ 防水形複層塗材CE

・ 防水形複層塗材E

・ 防水形複層塗材RE

・ 防水形複層塗材RS

耐候性　※ 耐候形3種　・ 

上塗材

　溶媒　※ 水系　 ・ 溶剤系

　樹脂　※ アクリル系　・ 

　外観　※ つやあり　・ つやなし

　　　　・ メタリック

防水形の増塗材　※ 行う

・ ゆず肌状 ・ 凸部処理 ・ 凹凸模様

軽量骨材

仕上塗材

・ 吹付用軽量塗材

・ こて塗用軽量塗材

砂壁状

平たん状

床コンクリート

直均し仕上げ

　※ 規制対象外　・ 第三種

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた仕上塗材のホルムアルデヒド放散量

下表以外は標仕表6.2.5及び標仕15.3.2による

・ 壁の幅木回り

種　類 呼び名 仕上げの形状等

・ カーペット張り、防水下地

　 セルフレベリング材塗り

・ タイル張り、モルタル塗り

　 二重床

・ 合成樹脂塗床、ビニル系床材張り

　 直均し仕上、フリーアクセスフロア(置敷式)

3mにつき3㎜以下

3mにつき7㎜以下

3mにつき10㎜以下

1mにつき10㎜以下

平たんさ（mm）適用部位

・ セメント系 （施工箇所及び厚さ　 ※ 仕上表による　・ 図示：　　　　　　　）

・ せっこう系 （施工箇所及び厚さ　 ※ 仕上表による　・ 図示：　　　　　　　）塗り

セルフレベリング材
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建
具
工
事

見本の製作等 特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

防犯建物部品 適用箇所（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

アルミニウム製建具 性能等級等

・ A種

・ B種

耐風圧性

S-2

S-3

気密性

A-3

A-3

水密性

W-3

W-3

枠見込み（mm）

※ 70

・

施工箇所

外部に面する建具

防音ドアセット、防音サッシ　　・ 適用する　遮音性の等級（　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ　　・ 適用する　断熱性の等級（　　　）

耐震ドアセット　　　　　　　　・ 適用する　面内変形追随性の等級（　　　）

表面処理

　外部に面する建具

　　※ B-1種　・ B-2種（ ・ ブラウン系　・ ブラック　・ ステンカラー）

　屋内建具

　　※ C-1種　・ C-2種（ ・ ブラウン系　・ ブラック　・ ステンカラー）

網戸

　防虫網の材種　　※ 合成樹脂製

                  ・ ガラス繊維入り合成樹脂製

　                ・ ステンレス製（SUS316）

　形式　　　　　　※ 外部可動式

                  ・ 固定式

樹脂製建具 性能等級等

外部に面する建具

・ A種

・ B種

種　別 耐風圧性

S-2

S-3

気密性 水密性 枠見込み（mm）

※ 70

・

施工箇所

防音ドアセット、防音サッシ　　・ 適用する　遮音性の等級（　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ　　・ 適用する　断熱性の等級（　　　）

A-4 W-3

網戸

　防虫網の材種　　※ 合成樹脂製

                  ・ ガラス繊維入り合成樹脂製

　                ・ ステンレス製（SUS316）

　形式　　　　　　※ 外部可動式

                  ・ 固定式

鋼製建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

外部に面する建具の耐風圧性　※ S-2　・ S-3　・ S-4

ステンレス製建具 外部に面する建具の耐風圧性　※ S-2　・ S-3　・ S-4

表面仕上げ　　※ HL　・ 鏡面　・  

曲げ加工　　　※ 普通曲げ　・ 角出し曲げ（補強あり）

木製建具 建具材の加工、組立時の含水率　　※ B種　　・ 

　※ 規制対象外　　・ 

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

・ フラッシュ戸

　 　表面材　　　※ 建具表による　・ 

　 　見込み寸法　※ 建具表による　・ 

・ かまち戸

　 　かまち樹種（　　　　）　鏡板樹種（　　　　）　　

　 　見込み寸法　※ 36㎜　・ 建具表による　・ 

・ ふすま

　　 縁仕上　・ 塗り縁　・ 生地縁（素地）　・ 生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

　　 上張り　・ 鳥の子　・ 新鳥の子又はビニル紙程度 （押入等の裏側は雲花紙程度）

　 　見込み寸法　※ 19.5㎜　・ 建具表による　・ 

・ 戸ぶすま

　 　見込み寸法　※ 30㎜　・ 建具表による　・ 

・ 紙張り障子

　 　見込み寸法　※ 30㎜　・ 建具表による　・ 

建具用金物 鍵

鍵箱

　市販品

　その他の鍵　　　※ 各室3本1組　・ 

　形式　　・ 30組用　・ 60組用　・ 120組用

自動ドア開閉装置

※ スライデイングドア

　 種類　・ SSLD-1　・ SSLD-2

　　　　 ・ DSLD-1　・ DSLD-2

・ スイングドア

 　種類　・ SWD-1　 ・ SWD-2

・ マットスイッチ　※ 光線（反射）スイッチ

・ 光電スイッチ　　・ 電波スイッチ

・ 熱線スイッチ　　・ 音波スイッチ

・ タッチスイッチ　・　押しボタンスイッチ

・ ペダルスイッチ　・多機能便所スイッチ

・ 凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

自閉式上吊り

引戸装置

材料　　※ SUS304、アルミニウム製等防錆性能を有するもの

　　　　・ 製造所標準仕様による

性能　　※ 木造標仕表16.10.1による

　　　　・ 製造所標準仕様による

重量シャッター

・ 一般重量シャッター

・ 外壁用防火シャッター

・ 屋内用防火シャッター

・ 屋内用防煙シャッター

耐風圧性能（　　　　　）N/m

耐風圧性能（　　　　　）N/m

2

2

開閉機能　　　※ 上部電動式（手動併用）　・ 上部手動式　

危害防止機構　※ 障害物感知装置（自動閉鎖型）

一般重量シャッターのシャッターケース　※ 設ける　・ 設けない　　

軽量シャッター 開閉形式　　　　※ 手動式　・ 上部電動式（手動併用）

スラット　材質　※ JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

                   又はJIS G 3318（塗装溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板

　　　　　　　　　 及び鋼帯）

　　　　　　　　・ 鋼板

　　　　　形状　※ インターロッキング形　・ オーバーラッピング形

ガイドレール等　※ 鋼板製　・ ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）

耐風圧性能　　　（　　　　 ）N/m 2

オーバーヘッドドア

シャッターの種類 性　能

※ ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ

・ ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ

・ ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ ・ 電動式

※ ﾊﾞﾗﾝｽ式

・ ﾁｪｰﾝ式

・ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形

・ ﾛｰﾍｯﾄﾞ形

・ ﾊｲﾘﾌﾄ形

・ ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

※ 溶融亜鉛めっき鋼板

・ ステンレス鋼板（SUS304）

セクション材料 開閉方式 収納形式 ガイドレールの材質

耐風圧性能　　　（　　　　 ）N/m
2

ガラス ・ 板ガラスの種類、厚さ等は建具表による

・ ガラス留め材

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

※ シーリング材

※ シーリング材

防火戸のガラス留め材は、防火戸が建築基準法に基づき定められ又は認定を受けた

条件による。

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

　　木造標仕16.14.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築

　学会JASS 17 ガラス工事「納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を

　監督職員に提出する。

・ ガラスブロック

・ 正方形

・ 長方形

・ ・ ※ クリア ・ 熱線反射

・ 乳白色

・ カラー(　　　)

※ なし

・ あり

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

表面形状 呼び寸法（mm） 厚さ（mm） 色　調 防火認定

建具の種類 材　種

ドアの種類 センサーの種類

種　別

屋根と同色のGL鋼鈑　既製品

材料　　・ 本漆喰　　  ・ 既調合漆喰　  ・ 炭入り漆喰

下地　・ 木ずり下地 ・ 木舞土壁下地　・ ﾗｽﾓﾙﾀﾙ下地　・ 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地

図示

　マスターキー　　・ 製作する　・ 製作しない

※ シーリング材　・ ガスケット

一級建築

士事務所

〒157-0063 東京都世田谷区粕谷 ３－21－14

TEL= 050-5885-2154 ／ MOB= 090-4736-0888

旧畠山一清邸新座敷移築復元工事

特記仕様書４ 06
洋設計室
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材料 室内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　※ 規制対象外　　・ 第三種

防火材料　　※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

　　　　　　・ 次の箇所を除き防火材料とする。（施工箇所：　　　　　　　　　　）

素地ごしらえ

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

モルタル面及びプラスター面

コンクリート面、ALCパネル面及び押出成形セメント板面

せっこうボード面及び

その他ボード面

 ※ A種　・ B種

 ※ B種　・ A種

 ※ C種　・ A種　・ B種

 ・ A種　・ B種　・ C種

 ※ B種　・ A種

 ※ B種　・ A種

 ※ A種　・ B種

 ※ B種　・ A種

不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

錆止め塗料塗り

鉄鋼面

亜鉛めっき

鋼面

見隠れ部分

見掛り部分

 鋼製建具

鋼製建具以外

 ※ A種　・ B種

 ※ B種　・ A種

 ※ A種　・ B種　・ C種

 ※ C種　・ A種　・ B種

 ・ A種　・ B種

 ・ C種

下地面等 工程の種別 塗料の種別

塗装

 ・ 合成樹脂調合

  　ペイント塗り(SOP)

 木部屋外

 木部屋内

 鉄鋼面

 亜鉛めっき

 鋼面

 ※ A種　・ B種

 ※ B種　・ A種

 ※ B種　・ A種

 ※ 1種　・ 2種

 ※ 1種　・ 2種

 ※ 1種　・ 2種

 ・ クリヤラッカー塗り(CL)

 －  ※ 1種　・ 2種

 ※ B種　・ A種  －

 ・ アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD) ※ B種　・ A種  －

 ・ 対候性塗料塗り(DP)  鉄鋼面  －  上塗り等級(　)級

 亜鉛めっき

 鋼面
 上塗り等級(　)級 －

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面  ※ A種　・ B種  上塗り等級(　)級

 押出成形

 ｾﾒﾝﾄ板面

 ・ C種

 ・ つや有合成樹脂

　　エマルション

　　ペイント塗り(EP-G)

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

 屋内の鉄鋼面

 ※ B種　・ A種  －

 ※ B種　・ A種  －

 ・ 合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)  ※ B種　・ A種  －

 ・ 合成樹脂エマルション模様塗料塗り

　　(EP-T)
 ※ B種　・ A種  －

 ・ ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)  ※ B種　・ A種  －

 ・ ラッカーエナメル塗り(LE)  ※ B種　・ A種  －

 ・ オイルステイン塗り(OS)  －  －

 ・ 木材保護塗料塗り(WP)  ※ B種　・ A種  －

屋上面、屋根面の金属面に塗装する場合の塗料は高日射反射率塗装　　とする。Ｇ

床用塗料塗り

仕上種別　　※ 平滑仕上げ　・ 防滑仕上げ

防塵用塗料塗り 材質　　　　水性アクリル系樹脂塗料（ ※ 標準色　・　　　　　　）

仕上種別　　コーティング（ローラーばけ塗り）

塗布量　　　主剤2回塗りとし、総塗布量は0.25kg/m 以上とする。2
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接着剤

（内装工事全般）

　※ 規制対象外　　・ 第三種

ビニル床シート、

ビニル床タイル及び

ゴム床タイル張り

ビニル床シート及びビニル床タイルの特殊機能

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等又はホルムアルデヒド系防腐剤を用いた接着

剤のホルムアルデヒド放散量

　帯電防止　　・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

　　　　　　　　 又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～10 Ω程度
7 10

　　　　　　　・　

　耐動荷重　　JIS A 1454による、へこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、摩耗

　　　　　　　性試験、層間はく離強度試験（発泡層のあるビニル床シートのみ）及

　　　　　　　びキャスター性試験等の試験後、異常がないこと

※ 発泡層のないもの

・ 発泡層のあるもの

・

※ FS

・

・ HS

・ KS

※ 無地

・ ﾏｰﾌﾞﾙ柄

※ 2.5

・ 2.0

※ 柄物

・ 無地

・ 2.0

・ 2.3

・ 帯電防止

・ 耐動荷重

・ 帯電防止

・ 耐動荷重

Ｇ

工法　※ 熱溶接工法　・ 突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　）

・ ビニル床タイル Ｇ

・ ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

 　ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(半硬質)

・ ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

 　ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(軟質)

・ 複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ 置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

CT

CTS

FT

HTL

※ 2.0

・

※ 2.0

・

※ 2.0

・ 3.0

・ 5.0

・ 300×300

・ 450×450

・ 300×300

・ 450×450

・ 300×300

・ 450×450

・ 500×500

・

※ 無地

・ 柄物

※ 無地

・

※ 無地

・ 柄物

※ 無地

・

種　類 記号 施工箇所 色柄

・ ビニル床シート

特殊機能　　・ 帯電防止　・ 耐動荷重

カーペット敷き

・ A種

・ B種

・ C種

・ ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

・ ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・ ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

※ 無地

・ 柄物

　（標準品）

※ 人体帯電圧

　 3kV以下

・

下敷き材　　※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm

　　　　　　・ 

・ カットパイル

・ ループパイル

・ レベルループパイル

・ カット、ループ併用

※ 5～7　・ 

※ 4～6　・ 

※ 4　 　・ 

・

※ 全面接着工法

・ グリッパー工法

※ 人体帯電圧

　 3kV以下

・

下敷き材　　※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm

　　　　　　・ 

・ ビニル幅木

　　　材質　　　　　　※ 軟質　・ 硬質

　　　高さ（mm）　　  ※ 60　 ・ 75　・ 100　・ 

　　　厚さ（mm）　　　※ 2.0　・ 

・ ゴム床タイル

　　　色柄　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　　　厚さ（mm）　　・ 3.0　・ 4.5　・ 6.0　・ 9.0

　　　寸法　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

・ 織じゅうたん

・ タフテッドカーペット

・ ニードルパンチカーペット

　　　厚さ（mm）　　・ 7.0　・ 

　　　帯電性　　　　※ 人体帯電圧3kV以下　・ 

・ タイルカーペット

※ ループパイル

・ カットパイル

・ カット、ループ併用

※ 第一種

種　別 パイル形状 織り方 色柄等 帯電性

パイル形状 パイル長さ(㎜) 工　　法 帯電性

・ 第二種

種　類 記号 施工箇所 色　柄 厚さ(㎜) 特殊機能

厚さ(㎜)寸法(㎜)

種別下地面等

塗装 種別 塗料の種類

※ 500×500

・

※ 6.5

・

※ 人体帯電圧1.0kV

　 以下

・

種　類パイル形状 寸法(㎜) 総厚さ(㎜) 帯電性

・

・

・

・

・

・

　　　　　　　　　　　　　　階段部分　　※ 模様流し　・ 市松敷き

タイルカーペットの敷き方　　平場　　　　※ 市松敷き　・ 模様流し

見切り、押え金物

　　・ 適用する（材質、形状等　※ 図示　・　　　　　　）

種　別

・ 弾性ウレタン塗床材

・ エポキシ樹脂塗床材

仕上げの種類

※ 薄膜流し展べ仕上げ

※ 平滑仕上げ　・ 防滑仕上げ　・ つや消し仕上げ

・ 厚膜流し展べ仕上げ（ ※ 平滑　・ 防滑）　

・ 樹脂モルタル仕上げ（ ※ 平滑　・ 防滑）　　

・ 防滑仕上げ　　

　※ 規制対象外　・ 第三種

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

合成樹脂塗床

フローリング張り ・ 単層フローリング Ｇ

・ フローリングボード ※ なら ※ 15 幅 ※ 75　・　

長さ 500以上・ ・

・ 釘留め工法

・ 接着工法

・ フローリングブロック ※ なら

・

※ 15

・

※ 303×303

・

・ モルタル

 　埋込み工法

・ 接着工法

・ モザイクパーケット ・ なら ・ 8 ・ 接着工法

・ ・

・

・

単層フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※ 規制対象外　・ 第三種

種　類 樹　種 厚さ(㎜) 大きさ(㎜) 工　法

・ 天然木化粧複合フローリング Ｇ

・ 複合1種

・ 複合2種

・ 複合3種

・

※ なら ・ A種

・ B種

※ C種

厚さ 8以上

幅　 75以上

長さ 900以上

・ 防湿処理を行う

※ 合成樹脂発泡シート

・

・ 根太張り工法

・ 直張り工法

・ 接着工法

種　類 樹　種
大きさ（mm）

種別又は 防湿処理

又は緩衝材
工　法

畳敷き

・ 標仕表12.5.1による床組　

・ ポリスチレンフォーム床下地

畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする

下地の種類 畳の種別

※ B種  ・ 

※ C種　・ 

ポリスチレン

フォーム床下地材

Ｇ・ A種（ノンフロンのもの）

　 フローリング類下地　　厚さ（mm）　※ 80　・ 95（不燃）

　 畳下地　　　　　　　　厚さ（mm）　※ 40　・ 65　・ 80（不燃）

せっこうボード、

その他ボード及び

合板張り

せっこうボード及びその他ボードの厚さ、規格等

 ・ せっこうボード

 ・ シージングせっこうボード

 ・ 強化せっこうボード

 ・ せっこうラスボード

 ・ 化粧せっこうボード（木目）

・ 9.5(準不燃) ※ 12.5(不燃) ・ 15.0(不燃)

・ 12.5(不燃)

・ 12.5(不燃) ・15.0(不燃)

・ 9.5

・ 12.5(不燃)幅440mm程度 ・ 9.5(準不燃、不燃)

　 模様（ ※ 柾目 ・ 板目） 専用下地材付き

 ・ 不燃積層せっこうボード ・ 9.5(不燃)　・ 化粧あり(下地張り用)

　　　　　　　・ 化粧あり（トラバーチン模様）

 ・ けい酸カルシウム板 タイプ2（無石綿）

・ 6　・ 8　・ 

 ・ ロックウール化粧吸音板 ※ ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ( ※ 9(不燃) ・ 12 ・ 　  ）

・ 凹凸ﾀｲﾌﾟ( ※ 12(不燃) ・ 15 ・ 19 ・　　）

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

 ・ 化粧パーティクルボード

　　　パーティクルボード

 ・ 単板張り

 ・ 普通木片セメント板

 ・ 硬質木片セメント板

 ・ 普通木毛セメント板

 ・ 硬質木毛セメント板

 ・ ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ2号32K

 ・ ロックウール吸音ボード1号 ・ 25　・ 

・ 25（ガラスクロス包）　・　

・ 15　・ 20　・ 25　・ 

・ 15　・ 20　・ 25　・ 

・ 12　・ 15　・ 18　・ 21　・ 

・ 30　・ 

・ 無研磨板（VN）　・ 研磨板（VS）

・ 10 ・ 12 ・ 15 ・ 18 ・ 

・ 単板オーバーレイ（DV）

・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DO） ・ 塗装（DC）

・ 10（難燃） ・ 12（難燃） ・　

Ｇ　　ファイバーボード

 ・ ミディアムデンシティ ・ 素地MDF（RS）

・ 化粧MDF( ・ DV ・ DO ・ DC）

・ 3 ・ 7 ・ 9 ・ 12 ・ 

Ｇ ・ ハードボード（素地） ・ 未研磨板（RN） ・ 研磨板（RS）

・ 2.5 ・ 3.5 ・ 5 ・ 7

Ｇ ・ ハードボード（化粧） ・ 内装用化粧（DI）　・ 外装用化粧（DE）

・ 2.5 ・ 3.5 ・ 5 ・ 7

Ｇ ・ インシュレーションボード A級二次加工品( ・ 天井仕上 ・ 内装仕上）

・ 9 ・ 12 ・ 15 ・ 18

JIS K 6903による　厚さ1.2 ・ メラミン樹脂化粧板

パーティクルボード及びMDFのホルムアルデヒド放散量 

　※ 規制対象外　・ 第三種

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

　※ 適用する　　・ 適用しない

天井及び壁に使用する合板は、12章木工事5床張り用合板及びその他の合板による。

合板類の張付け　　・ A種　※ B種

種　類 厚さ（mm）、規格等

壁紙張り

施工箇所
紙

（織物）

繊維

(ﾋﾞﾆﾙ)

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

(化学繊維)

その他
無機質

・ 不燃 ・ 準不燃

・ 不燃 ・ 準不燃

・ 不燃 ・ 準不燃

・ 不燃 ・ 準不燃

・ 不燃 ・ 準不燃

・ 不燃 ・ 準不燃

壁紙の種類

防火性能

壁紙のホルムアルデヒド放散量　　※ 規制対象外　　・ 第三種

素地ごしらえ

　モルタル面、プラスター面　・ A種　※ B種（施工箇所：　　　　　　　　　）

　コンクリート面　　　　　　・ A種　※ B種（施工箇所：　　　　　　　　　）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

複合フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種

仕上げ塗装　　・ 塗装品　（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　・ 無塗装品（ ・ 塗装する　施工箇所：　　　　　　　　　）

　　　　　　　　 種類　　※ ウレタン樹脂ワニス塗り

　　　　　　　　　　　　 ・ オイルステインのうえワックス塗り

　　　　　　　　　　　　　 ・ 生地のままワックス塗り

1

2

3

4

5

6

7

8

9

　せっこうボード面　　　　　※ A種　・ B種（施工箇所：　　　　　　　　　）

3

　※ 接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

塗布量　　　主剤2回塗りとし、総塗布量は0.5kg/m 以上とする

材質　　　　ウレタン樹脂系塗料（ ※ 標準色　・　※艶消し　　　）

007 008

一級建築

士事務所
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※ ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

―

アルミ製枠付き
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Ｇ 断熱材は、原則としてグリーン購入法における特定調達品目を使用すること。

ロックウール、グラウスール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を

使用した断熱材のホルムアルデヒド放散量　※ 規制対象外　・ 第三種

断熱材の打込み及び張付け

・ 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材

・ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温材

A種

A種

・

・

厚さ(㎜)種類
種類

発泡剤の
施工箇所

・

・

※ 押出法

　 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材 A種

・ ・

・

・

・ 現場発泡断熱材 ※ A種1 ・

・

・

A種

・ 天井

・ 壁

・ 断熱材補修部

・ B種1

サイディング ・ 窯業系サイディング（JIS A 5422（窯業系サイディング）による）

 　補助材（水切・目地ジョイナー等）

 　　※ 製造所の指定するもの　　・ 

 　通気胴縁

 　　※ 杉（　 ×　 ）　防腐処理　・ 行う　・ 行わない 

　　 ・ 

　 取付構法　※ 通気構法　・ 直張り構法　・ 

　 取付工法　・ 金具留め　・ くぎ留め　・ 

　 張り方　　・ 縦張り　・ 横張り

・ 複合金属サイディング（JIS A 6711（複合金属サイディング）による）

 　補助材（水切・目地ジョイナー等）

 　　※ 製造所の指定するもの　　・ 

 　通気胴縁

 　　※ 杉（　 ×　 ）　防腐処理　・ 行う　・ 行わない 

　　 ・ 

　 取付構法　※ 通気構法　・ 直張り構法　・ 

　 張り方　　・ 縦張り　・ 横張り

フリーアクセス

フロア

図示 ・ パネル構法

・ 溝構法

・ 1.0G

・ 0.6G

・ 3,000N

・ 5,000N

・ビニル床タイル

・タイルカーペット

施工箇所 構　法
仕上り高

（mm） 水平力

適用地震時
耐荷重性能 表面仕上材

　耐震性能5,000Nについては、平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフ

ロアの開発」の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

表面仕上材の品質、性能は、標仕19章による。

構成材の材質　　　　　　・ アルミニウム製　・ 鋼製　・ 製造所の仕様による　

スロープ及びボーダー　　※ 製造所の仕様による　・ 図示

配線用取出しパネル

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※ 20～30％　・　

　配線取出し開口　　※ パネル1枚につき40×80（mm）程度の開口1箇所以上　・ 図示

空調用吹出し（吸込み）パネル

　※ なし

コンセント等の取付け対応　※ 製造所の仕様による（コンセント本体は別途設備工事）

　・ あり（ ※ 固定式　・ 可変式）：施工箇所（ ※ 図示　・　　　　　 　　　　）

ローリングロード性能　　※ 適用する　・ 適用しない

　コンセントの箇所数　　※ 図示

可動間仕切

・ スタッド式

（ ・ 内蔵 ・ 露出）

・スタッドパネル式

・パネル式

・ ※ 鋼板

（ ※ 0.6 ・ 0.8）

・

構造形式
パネル部の

総厚さ（mm）

表面材種

厚さ（mm）
表面仕上げ

※メラミン樹脂又は

　アクリル樹脂焼付け

・　

遮音性能　　・ あり（　　　）　・ なし

防火性能　　・ あり　・ なし

・ ﾁｪｰﾝ式 ・ 3級

移動間仕切

・一般タイプ

・遮音タイプ

※ 鋼板

・

※ 鋼板

・

・ 壁紙張り

・ 焼付塗装

・ 焼付塗装

・ 壁紙張り

・ 手動式　・ 電動式

・ 部分電動式

・ 手動式　・ 電動式

・部分電動式 （36db以上）

表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事9壁紙張りによる。

遮音性能はJIS A 6512の遮音性試験に準拠する。

トイレブース 表面仕上げ材

表面材の材質

・

・

・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板

・ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板

※ 幅木

・ 支柱

・ なし

・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・ ｽﾃﾝﾚｽ製

・ 標準

・ R

・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・ ｽﾃﾝﾚｽ製

・ 表面材と同材

脚　部 ドアエッジ

形　状 材　質 材　質形　状

階段滑り止め

・ ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

　　ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ入り

遮音性能 厚さ（mm） 表面材 表面仕上げ 操作方法

・ 約35

・

※ 接着工法

・ 埋込工法

※ あり( ※ ﾋﾞﾆﾙ製　・ ｽﾃﾝﾚｽ製）

・ なし

床目地棒 施工箇所（　　　　　　　　）

材質　　　※ ステンレス　・ 

高さ(㎜)　※ 12　・ 

厚さ(㎜)　・ 5　 ・ 6　 ・ 

黒板及び

ホワイトボード

・ 黒板

・ ホワイト

 　ボード

※焼付け

※ほうろう

※ 緑 ・ 黒

※ 白

※ 平面　・ 曲面

・ スクリーン付引分

※ 平面　・ 曲面

・ スクリーン付引分

鏡 寸法(㎜)　・ 図示　・ 

材　種 幅（mm） 取付け工法 端部フラットエンド

種　類 寸法（mm） 色　彩 備　考

・ 衝突防止表示

　（ ・ 両面 ・ 片面）

 ・室名札

・ ピクトグラフ

・ 扉番号

・ 階数表示

区　分

・ 建物案内板

・ 各階案内板

材　質

・

・

※ ｽﾃﾝﾚｽ製

※ ｱｸﾘﾙ板

寸法（mm） 厚さ（mm） 取付け高さ

※ ｱｸﾘﾙ板

・

※ 30φ

・

※ 図示

※ 図示

※ 市販品

・

※ 5

・

※ 5

・・

・

※ 図示

※ 図示

※ 図示

案内用図記号はJIS Z 8210による。

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とする。

表示

煙突ライニング ・ 煙突用成形ライニング材

・ キャスタブル耐火材

 　適用安全使用温度　　・ 400℃　・ 650℃　・　

 　工法　　　　　　　　※ こて押え　・　

 　適用安全使用温度　　※ 400℃　　 ・　

ブラインド

※ 横形

・ 操作棒式

※ ｷﾞﾔ式　・ ｺｰﾄﾞ式

・ 1本操作ｺｰﾄﾞ

※ 2本操作ｺｰﾄﾞ

※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製

・

・ ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・ ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

※ 25

・ 縦形

・

・ 80

・ 100

形　式 種　類 ｽﾗｯﾄの材質
ｽﾗｯﾄの幅

（mm）
施工箇所

ロールスクリーン

※ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

・ 綿

・ 電動式

・ ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式

・ 1級

・ 2級

・ 図示 ・ あり

・ なし

材　種 操作方式 遮光性能 寸法（mm） 防炎性能 施工箇所

カーテン

・ シングル

・ ダブル

・ 片引き

・ 引分け

・ 電動

・ ひも引き

・ 手引き

・ フランスひだ

・ つまひだ

・ 箱ひだ

・ 片ひだ

・ プレーンひだ

施工箇所ひだの種類開閉操作形　式

カーテンレール 材種　　※ アルミニウム製　・ ステンレス製

形式　　・ 片引き　・ 引分け

形状　　・ C形　・ D形　・ I形　・　

・ 

・ 

ブラインドボックス

及び

カーテンボックス

溝幅×深さ（mm）　・ 90×150　※ 120×80　・ 120×150　・ 150×80　・ 図示

材質　　・ 集成材（仕上げ：　　　　　　　　）

 　　　　　　※ B-1　・ B-2（ ※ ブラウン系　・ ブラック　・ ステンカラー）

　　　　　 表面処理

　　　　・ アルミニウム製　押出形材（市販品）

　　　　・ 鋼製　（仕上げ：　　　　　　　　）

　　　　・ 

プレキャスト

コンクリート 　※ 水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/ｍ を満足する調合強度2

コンクリートの設計基準強度

　・ 図示

配筋

　※ 配筋を定めた計算書を監督職員に提出する。

　・ 図示

取付方法

　※ 図示

　・ 

間知石及びコンクリ

－ト間知ブロック積

み ・ 間知石

・ コンクリート

　 間知ブロック

・ 花こう岩

・ 凝灰岩

・ 

－ －

・ A

・ B

材　種 材　種 種　類 質量区分

天井点検口

・

※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ・ 450×450

・ 600×600

・ 一般形

・ 密閉形

・ 屋内外用

・ 屋内用

・ 額縁ﾀｲﾌﾟ ・ 額縁ﾀｲﾌﾟ

・ 目地ﾀｲﾌﾟ・ 目地ﾀｲﾌﾟ

材　種 寸　法 形　式 外　枠 内　枠

床点検口

※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・ ｽﾃﾝﾚｽ製

・ 鋼製

・ 鋳鉄製

・ 450×450

・ 600×600

・ 一般形

・ 密閉形

・ 結露防止形

・ 屋内外用

・ 屋内用

・ 張物用

・ 充填用

・ 張物、充填

　 兼用

材　種 寸　法 形　式

防煙垂れ壁 ・ 固定式

※ 網入り磨き板ガラス

・ 線入り磨き板ガラス

※ 6.8

・

※ 500

・

材　質 厚さ（mm） 高さ（mm） 備　考

・ 可動式

種　類

・ 垂直降下式

　（巻取り型）

・ 回転降下式

※ 不燃布

　（不燃認定品）

材　質

鋼板製又は

アルミ製

高さ（mm）

※ 500

・ 800

・

※ 500

・ 800

・

ガイドレール

備　考

　※ 固定式（壁埋込み型）

　・ 可動式（天井収納型）

表面仕上げ

　※ 天井材張り

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

視覚障害者用

床タイル

（誘導用及び

　注意喚起用床材）

屋内

屋外

※ 塩化ビニル製

・ レジンコンクリート製

・ 磁器又はせっ器質タイル

※ レジンコンクリート製

・ 磁器又はせっ器質タイル

ブロックパターンはJIS T 9251による。

施工箇所 種　類 寸法（mm） 厚さ（mm）

車止め支柱

・ 上下式鎖内蔵型

　・ 標準品

　・ スプリング式

・ ステンレス製

・　

・ φ114.3　t＝2.5

・　

・ GL＋700

・　

・　

形　式 材　種 柱径・肉厚（mm） 高さ（mm）

フェンス 種類　　・ ビニル被覆エキスパンドフェンス

　　　　・ 樹脂塗装メッシュフェンス

　　　　・ 鋼管フェンス

敷地境界石標 種類　　※ コンクリートブロック製（市販品）　・ 花こう石類（文字記号等入り）

設置方法

　　根切り底を突き締めたうえ、厚さ60mmの砂利地業を行い、コンクリートで根巻きし

　　て建て込む。建込みは監督職員の立会いのもと行う。

コンクリートの調合　　（容積比）セメント1：砂2：砂利4程度
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断熱材1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

排水管 排水管用材料

※ 遠心力鉄筋コンクリート管

・ 硬質塩化ビニル管 ※ VP　・ VU

・ RS－VU　　

・ RF－VP

Ｇ

Ｇ

※ 外圧管

　（ ※ 1種　・ 2種）

・ B形（ゴム接合）

・ 

車道部の排水管の敷設

　※ 図示

　・ 砂基礎（地業厚さ20cm以上　材料　山砂の類）

鋳鉄製ふた

・ 水封形

・ 簡易密閉形（パッキン式）

・ 密閉形（テーパ・パッキン式）

・ 中ふた付き密閉形（テーパ・パッキン式） ・ 

・ T-20用（50）

・ T- 6用（15）

・ T- 2用（ 5） ・ あり

・ なし

材　種 管の種類 管形状（接合方法）

種　類
適用荷重

(安全荷重（kN）)
鍵

グレーチング

・ 鋼製

・ ｽﾃﾝﾚｽ製

※ 受枠付き

ボルト固定

　※ なし

　・ 固定

・ 溝ふた(横断用)

・ 溝ふた(側溝用)

・ 桝ふた用

・ かさ上げ用

・ U字溝用

・ 歩行用

・ T- 2用

・ T- 6用

・ T-14用

・ T-20用

※ 細目

※ 普通目

※ 凹凸形

※ 平形

・ 細目 ・ 凹凸形

種　類 形　式 用　途 適用荷重
メインバー

ピッチ
上面形状

埋戻し土 種別　　※ B種　・ 

1

2

3

4

009

・24K ・ 50 ・ 100

・ 保温板

・ 保温板 ・ 50 ・ 60

・ 25 ・ 30

※　床、屋根

※　壁

※　土間

厚さ(㎜)　・ 5　　 ・ 

一級建築

士事務所

〒157-0063 東京都世田谷区粕谷 ３－21－14

TEL= 050-5885-2154 ／ MOB= 090-4736-0888

旧畠山一清邸新座敷移築復元工事

特記仕様書６ 08
洋設計室



※ 植栽範囲

路床21
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・ 遝断層　　 ※ 川砂、海砂又は良質な山砂　・ 

・ 盛土　　　 ・ A種　※ B種　・ C種　・ D種

　　　　　　　　 厚さは図示

　　　　　　　　 厚さは図示

・凍上抑制層　※ 再生クラッシャラン　・ クラッシャラン　・ 切込砂利　・ 砂

　　　　　　　　 厚さは図示

路床安定処理

　※ 添加材料による安定処理

 　　種類　　・ 普通ポルトランドセメント　・ フライアッシュセメントB種

　 　　　　　・ 生石灰（　　　　　　　）　・ 消石灰（　　　　　　　　）

　　 添加量　　（　　）kg/m　（目標CBR　※5以上　・　　　　）
3

路床土の支持力比（CBR）試験　※ 行う　・ 行わない

路床締固め度の試験　　　　　 ※ 行う　・ 行わない

砂の粒度試験　　　　　　　　 ※ 行う　・ 行わない

路盤 路盤材料　※ 再生クラッシャラン（RC－40）

　　　　　・ クラッシャラン（C－40）又はクラッシャランスラグ（CS－40）

Ｇ

Ｇ

路盤の締固め度試験　※ 行う　・ 行わない

アスファルト舗装

※ アスファルト舗装

・ カラー舗装

※ なし　・ あり

※ なし　・ あり

※ 顔料混入加熱アスファルト混合物

・

舗装の種類 車遈邪の基層 カラー舗装の種類

アスファルト　　※ 再生アスファルト　　　・ ストレートアスファルトＧ

カラー舗装の着色骨材　　・ 有色骨材（焼成）　・ 着色骨材（樹脂被覆）

加熱アスファルト混合物の種類

区分 ※ 一般地域

※ 密粒度アスファルト混合物（13）

・ 細粒度アスファルト混合物（13）

基層

表層

・ 粗粒度アスファルト混合物（20）

・ 寒冷地域

・ 細粒度ｷﾞｬｯﾌﾟｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（13F）

※ 密粒度アスファルト混合物（13F）

シールコート　　※ 行わない　・ 行う（施工範囲：　　　　　　　　　）

アスファルト混合物等の抽出試験　　※ 行わない　・ 行う　

コンクリート舗装

注入目地材料　　※ 低弾性タイプ　・ 高弾性タイプ　

早強セメント　　※ 使用しない　　・ 使用する　

溶接金網　　　　※ あり　　　　　・ なし　

厚さ試験　　　　※ 行わない　　　・ 行う　

透水性

アスファルト舗装

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　・行う

Ｇ

排水性

アスファルト舗装

Ｇ

アスファルト混合物

　・ 改質アスファルトⅠ型　※ 改質アスファルトⅡ型

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類　※ PKR-T

アスファルト混合物の抽出試験　※ 行わない　・ 行う　

ブロック系舗装 ・ コンクリート平板舗装（JIS A 5371による）

※ 普通平板（N）

・ 透水平板（P）

※ 300角

・

※ 60 ※ 砂

・ モルタル

・ インターロッキングブロック舗装（JIS A 5371による）

※ 普通ブロック（N）

・ 透水性ブロック（P）

・ 誘導、注意喚起用ブロック

・ 植生用ブロック（V）

車遈邪　※ 80　・　

歩遈邪　※ 60　・　

※ 80　・100

※ 標準品

・

誘導、注意喚起用は

黄色系とする

・ 舗石舗装

※ 小舗石（花こう岩）　　

・ ・

※ コンクリート舗装

・ アスファルト舗装

※ うろこ張り※ 80～100 ・　

種　類 寸法（mm） 厚さ（mm） 目地材

種　類 厚さ（mm） 色彩及び表面加工等

種　類 厚さ（mm） 施工方法 基　層

路面標示用塗料 JIS K 5665（路面標示用塗料）による

・ 1種

・ 2種

※ 3種1号

Ｇ

Ｇ

常温

加熱

溶融

液状 ※ 白

・

※ 150

・

※ 1.0

・

塗料総質量に

対して5%以下

粉体状

種類 施工 遚用 色 塗布幅(㎜) 塗布厚さ(㎜)
含有率

揮発性有機溶剤の

1

2

3

4

5

6

7

8

植栽基盤整備 芝及び地被類

※ 行う　・ 行わない ※ 20　・ ※ B種　・ 

遚　用 有効土層の厚さ(㎝) 工　法 整備範囲

樹木

・ 12以上

・ 7以上～12未満

・ 3以上～7未満

・ 3未満

※ 100　・ 　

※ 80　 ・ 

※ 60　 ・　

※ 50　 ・　

※ A種

・ B種

・ C種

・ D種

・ 葉張りの範囲

 　ただし、低木は植栽範囲

・ 図示

　工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高か

らを有効土層とする。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高ま

で植込み用土で盛土を行う。

植込み用土

土壌改良材 ※遚用する

　施工箇所　　※ 植栽範囲　・ 図示

※ 現場発生土の良質土　　・ 客土（ ・ 黒土　・ 真砂土）
ま さ

Ｇ

バーク堆肥

　有機物の含有率（乾物）

Ｇ

　炭素窒素比（C/N比）

　陽イオン交換容量（乾物）

　pH

　水分

　幼植物試験の結果

　窒素全量（現物）

　りん郿全量（現物）

　加里全量（現物）

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に遚合する

　原料を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

　ひ素

　カドミウム

　水銀

　ニッケル

　クロム

　鉛

　有機物の含有率（乾物）

　炭素窒素比（C/N比）

　pH

　水分

　窒素全量（現物）

　りん郿全量（現物）

　アルカリ分（現物）

：70%以上

：35以下

：70mEq/100g以上

：5.5～7.5

：55～65%

：生育阻害その他の異常を認めない

：0.5%以上

：0.2%以下

：0.1%以上

：0.005%以下

：0.0005%以下

：0.0002%以下

：0.03%以下

：0.05%以下

：0.01%以下

：35%以上

：20以下

：8.5以下

：50%以下

：0.8%以上

：1.0%以上

：15%以下

支柱材 ※ 杉、ひのき又はから松（皮はぎもの、間伐材）

発都下水汚泥コンポスト Ｇ

　　防腐処理方法　　※ 加圧式防腐処理　　・　

Ｇ

・ 真竹（良質な2年生以上）

幹巻き用材料 ※ 幹巻き用テープ　・ わら及びこも

芝張り 種類　　※ こうらい芝　　・ 野芝

工法　　・ 目地張り　　　・ べた張り

吹付けは種用種子等
　　　・・　

※ 洋芝類　　・ クローバー

地被類 ※ コンテナ栽培品

屋上緑化 Ｇ 植栽基盤及び材料

　・ 屋上緑化システム

　　　土壌層の厚さ　　　・ 図示

　　　保水・排水層　　　・ 軽量骨材（層の厚さ：　　　）　　・ 板状成形品

　　　植込み用土　　　　※ 改良土　　　・ 人工軽量土

　　　樹木の樹種、寸法、株立数、数量等　　※ 図示　　　・　

　・ 屋上緑化軽量システム

　　　芝及び地被類の種類等　　※ 図示　　　・　

工法

　支柱　　　　　・ 設置する　（種類　　・ 図示　・　　　）

　かん水装置　　・ 設置する　（工事区分は図示による）

樹木の樹高（m） 有効土層の厚さ（cm） 工　法 整備範囲

1

2

3

4

5

6

7

8

9

一
般
共
通
事
項
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記

23
工事目的物及び工事材料等について、次により保険に付す。

保険の種類　　※ 火災保険　　※ 建設工事保険

保険期間　　　※ 火災保険の加入期間は、工期に14日以上の日を加えた日までとする。

火災保険等1

工事逭捗状況報告表2 工事逭捗状況報告表を提出すること。（提出日は毎月末。インターネットメールでの

提出も可。）毎月末までの逭捗状況を営繕課指定の書式により、毎月５日までに提出

すること。

3 環境対策及び再生資源の利用の促逭と建設副産物の遚正処理方法を書面等により、明

確にすること。（建設機械については、排ガス対策型の建設機械の使用を原則とする。）

の提出

環境対策及び再生資

源の利用の促逭と建

建設副産物の遚正処

理方法

下請負届けの提出4 遚正な下請負契約を確認するため、下請負届を提出する場合は次の書類を添付すること。

下請負契約書（請書等）の写し（元請負額が500万円以上）

下請負業者の建設業許可証の写し（下請け金額が土木500万円、建築1500万円以上）

元請負業者における「指定建設業管理技術者資格証」の写し（下請負総額が土木で3000

万円、建築で4500万円を超える場合）

暴力団等からの不当

要求及び工事妨害の

排除

（1）請負者は、工事の施工に当たり、暴力団等からの不当要求及び工事妨害を受けた場

 　　合は、その旨を直ちに発注者に報告するとともに、所轄の警察署に届け出を行い、

　　 捜査上必要な協力を行うこと。

（2）この場合において、工程等を変更せざるをえなくなったときは、速やかに発注者と

　　 協議すること。

（3）請負者が（1）の報告等を怠った場合は、「山梨県建設工事に係る指名停止等処置

 　　要領」に基づき、指名停止措置を行うこととする。

低騒音型建設機械の 　本工事において、原則「建設工事に伴う騒音振動対策技術指針（昭和62年3月30日建設

使用 省経機第58号）」に基づき、低騒音型建設機械を使用する。

なお、低騒音型建設機械については、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定

（平成9年建設省告示第1536号　最終改正平成20年国土交通省告示第361号）」に基づき指

定された低騒音型建設機械を使用するものとする。

また、施工現場において指定機械であることを識別するラベルが確認できるように、建設

機械を写真撮影し、監督員に提出するものとする。

グリーン購入法 「国等による環境物品等の調遉の推逭等に関する法律」（グリーン購入法）　に基づき、

「山梨県グリーン購入の推逭を図るための方針」により定められた次の資料に関しては、

同法の判断基準を満たすものの採用に努め、建設機械については原則使用すること。

また、採用が困難な場合は理由書を添付して報告すること。（コスト、納期、使用邪位

への遚応性）再生木質ボード　（パーティクルボード、繊維板、木質系セメント板）

陶磁器質タイル　高炉セメント　フライアッシュセメント　再生加熱アスファルト混合物

再生骨材等　小径丸太材（間伐材）　排出ガス対策型建設機械

※高炉セメント、フライアッシュセメントは鉄筋コンクリート造には使用しない。

※再生加熱アスファルト混合物は積極的に採用する。(プラントから40km以内の現場)

次の製品に関しては判断基準を満たすものから遥定すること。

掲示板　黒板　ホワイトボード　カーテン　カーペット

また工事完了後、その実績を文書にて報告すること。

ワンデーレスポンス

について(請負工事

費5000万円以上)

（1）この工事は、ワンデーレスポンス試行対象工事とする。

 　　「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議への回答を、原則「1日(24

 　　時間)以内」に回答することである。 

（2）受注者は、余裕を排した最遚な工程を、作業ごとの関連、逭捗状況が把握できる

 　　方法により作成し、監督員と協議する。

（3）効果・課題等を把握するため、フォローアップ調査に協力すること。

（1）請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の

 　　搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）においては、主任技術者又は監理技

 　　術者の工事現場への専任を要しない。

 　　なお、現場工事に着手する日については、請負契約の締結後、監督員との打合せに

　　 おいて定める。

（2）工事完成後、検査が終了し（発注者の邴合により検査が逼延した場合を除く。）事

 　　務手続き、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理技術

　　 者の工事現場への専任を要しない。

 　　なお、検査が終了した日は、発注者が工事の完成を確認した旨、請負者に通知した

 　　日（「完成検査結果通知書」等における日付）とする。

施工数量調査及び

設計数量の精算

下記の工事について、施工調査により設計数量との増減が発生した場合は、監督職員と

の協議のうえ、施工に先立ち、施工計画作成のための工法・数量等の調査を行い、監督

職員に報告書を提出する。

既存邪分の破壊を行った場合は協議により補修を行うこと。

出来形数量の精算を行うものとする。

 ・ 軸組補修　　・ 外壁補修　　・ 瓦葺き改修　　・ 内装改修　

修復方針 本工事は伝統的建造物の活用事業であることを十分に理解し、基本的に伝統的諸工法を

踏襲して各邪の施工にあたるように留意する。

素材、形態、工法を用いることを基本とするが、止むを得ず現代の材料ｍ手法を使用す

修復の時代設定とした明治後期から大正期を経て昭和に至るまでの各時代の名残を残す

る場合は、監督員の承認を受ける。

実施にあたって監督員と十分に打合せを行い、その指示に従って施工する。

記載外の事項又は疑問を生じた場合は監督員と協議の上施工する。

実施にあたっては更に詳細な実施仕様を定めて施工する。

ただし、原設計仕様を変更する必要のある時は、速やかに協議の申し出を行うこと。

主任技術者又は監理

技術者の専任につい

て(請負工事2500万

円以上　建築一式は

5000万円以上)

建築一式は5000万円

5

6

7

8

9

10

11

基準尺度 スチールテープにより目盛を施した長さ3.6m以上のヒノキ製間杖を作製し、全工事を通

じて基準尺度とする。この基準尺度は工事完了後、建物内に保管する。

古材等の取り扱い 古材（当初材・中古材）は将来の保存に支障のない限り努めて再用し、取替え又は新補

する場合は監督員の承認を受け、古材に倣い使用し、取替え又は新補する場合は監督員

の承認を受け、古材に倣い加工、取付けを行う。

解体した材料は不用意に破棄処分せず、監督員の指示を受け、取り扱いに注意して損傷

等が生じないように保管する。屋根役物・屋内に残る建具等も同様とする。

仮設建物 敷地内遚所に現場事務所及び監理事務所、加工小屋・解体材保管庫等を設ける。

足場・素屋根 下屋廻りを解体した後、足場、素屋根を設置する。

記録 解体前、修復中、完成の各工程で写真を撮影し完成時に提出する。

養生 木材や建材及び施工箇所等において汚染、損傷の恐れのある場合は遚切な方法で養生を

行う。

解体、よろび直し等を行う場合は既存邪分の健全な邪位を破損することのないように施

工する。

施工済み邪分で、汚染あるいは損傷のおそれのあるものは遚切な方法で養生する。

・ ラップルコンクリート　・ 捨てコンクリート　

※ 高炉セメントB種を以下の邪位に使用するのを努めること。その他

　　　　　とする。

新設木邪：修復、取替え、新設等の木邪表面全ては、周囲の既存材と同等の質感、色調

木邪塗装

工事上撤去・移設を要する軽微なものは本工事に含む。障害物の処理

化粧吸音石膏ボード

解
体
調
査
工
事

25 1

　　取替え処分、保管の判断は独断で行わず、監督員と協議の上、決定する。

(3) 各工事及び各工程において解体困難な邪材、邪位がある場合及び邪材の修理方法、

　　調査に協力する。

(2) 監督員の指示に従い、解体を逭める遃程において状況により邪分的に解体を停止し、

　　計画及び修復工事に反映する。

(1) 建物の増改築修理履歴をはじめ、修復に必要な様々な調査を行い、その成果を施工一般調査事項

3

2

※ シート等で覆うなどの飛散防止措置を講ずる。

処理等

アスベスト成形板の

測定点(各施工箇所ごと)測定場所測定名称測定時期

測定方法はアスベスト含有吹付け材のアスベスト粉塵濃度測定方法の「測定5」による。

4方向各1点(敷地境界)

4方向各1点(敷地境界)

処理作業室外

処理作業室外

処理作業室外 4方向各1点(敷地境界)

測定3

測定2

測定1

処理作業後

作業中

作業前

・

・

・

遚用

アスベスト粉塵濃度測定

アスベストの粉塵測定　　・ 行う　　・ 行わない

測定及び測定方法

成形板の粉塵濃度

アスベスト含有

施工調査　・ 行う　　　・ 行わない

処理工法　※ 手ばらし　・ 

24 1

※ 図示

※ 図示

※ 図示

数量(㎡)厚さ(㎜)材料名

処理を行うアスベスト含有成形板の仕様等

成形板の除去

アスベスト含有

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
等

処理を行う範囲

6

5

4

3

2

その他

(2) 撤去した邪材・仕上げ材は処分前に監督員による確認を受ける。

(1) 解体材の処分は敷地内に投棄したり埋めずに関係法令に基づき遚切に処置する。処分

(3) 設計図書に再使用、転用の定めが無くとも再使用可能な邪材、仕上材、建具等は処

　　し、遚切に保管する。

(2) 再使用、転用材、建具等は丁寧に解体し、紛失、盗難、雨掛りを遪けるように養生

(1) 再使用・復元する全ての邪位・邪材には札を取付け番付を振り、写真撮影をする。保管・養生

　設計図の解体調査計画図を基に解体調査計画を検討し、解体手順、撤去、保管、再生準備

一旦取外して、別の用途、場所に使用するもの。

一旦取外して、修理し再使用するもの又はそのまま再使用するもの。　

邪材・仕上材等を再使用を前提に解体すること。

工事中または工事終了後の処分を前提に解体すること。

建物の全体また一邪を取り外し、又は撤去すること。

・転用

・再使用

・撤去

・取外し

・解体用語の定義

　　分材とは区別して保管し、監督員確認の上処分を行う。

12

13

14

15

16

17

18

19

20

既存の主要構造邪材に於いて、強度不足や腐食等により使用不可能な物に関しては、一

時保管として保存し、監督員承諾の下で処分を行う。

既存木邪：既存邪材、解体邪材、軸邪、板材、造作材等の木邪表面を水拭き又は邪分洗

　　　　　いし、基本的に塗装は行わない。

　　　　　邪分補修の着色については監督員と協議の上、決定する。

予め色見本を作成し、監督員、係員の承認を受け、施工する。

範囲等を係員と現場で協議の上、着手する。

一級建築
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木造在来軸組工法平屋建て及び地階　／　集会場（茶室広間）　

同　上

49.44㎡

■
 
外
　
部
　
仕
　
上
　
表
　

■
 
内
　
部
　
仕
　
上
　
表
　

階 室　　名
床

床高
壁

床　下　地 床　仕　上 壁　下　地 壁　仕　上

天　　井
廻　縁天井高

天　井　下　地 天　井　仕　上
巾　木

■
 
工
　
事
　
概
　
要

工 事 名 称

建　築　主

建　設　地

用 途 地 域

その他地域・地区

構 造・用 途

敷 地 面 積

建 築 面 積

合　　計 率

防漨地域指定なし　／　22条区域外

合計：

床　面　積

構 造 材

屋　　根

屋根雪止め

雨　　樋

軒　　天

建 物 高 さ

給排水衛生設備

電気設備・空調

消防用防漱設備

漆喰塗り仕上げ

同　　上 同　　上

同　上

同　　上

（登記簿面積）

電漫 ／ ｺﾝｾﾝﾄ ／ 弱電 ／ 換気設備 ／ 冷暖房空調設備

付 帯 工 事

外部建具

基　　礎

水 切 り

外　　壁

外部腰壁

都市計画区域内（用途地域指定なし、市街化調整区域外）

計 画 部 分 計画以外の部分

断 澷 材
消漨器

空　　調

漆喰塗り仕上げ

畳（本床）ァ60

同　　上 同　　上

同　上

同　　上 同　　上

同　　上 同　上

同　上

同　　上

同　　上同　上

同　　上

韮崎市長　内藤久夫

旧畠山一清邸新座敷移築復元工事

山梨県韮崎市神山町鍋山地内

48.34㎡

97.78㎡

渡り廊下より付属建物に接続、腰付き待合の移築

既存材（桧・杉・欅）

既存本いぶし瓦／新規銅板一文字葺き t=0.35

既存東面雪止め瓦

新規銅板半月形軒樋 φ105 ＋ 集水器 ＋ φ60竪樋

既存杉化粧野地板表し(上小節）t=12

下地：竹小舞＋土壁＋ﾌｧｲﾊﾞｰﾒｯｼｭ＋ｶｰﾎﾞﾝﾌｨﾗｰ

モルタル薄塗補修＋撥水保護塗料塗布 下地：基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し

土台水切り銅板加工 t=0.35

既存木製建具

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄﾍﾞﾀ基礎（鉄筋 D-13 @200）

既存礎石及び飛び石

西及び北出入口

山砂モルタル掻き落し仕上げ

基礎耐圧ｺﾝｸﾘｰﾄ t=200

根太75*75＊＠303

土足用床板ァ15 桧H=90

OSCL仕上げ 南蛮漆喰下地ァ9

木ズリ下地ァ6

丸竹（女竹）小舞下地

腰壁：南蛮漆喰ァ9

腰上：丸竹（女竹）小舞下地

腰上：土壁下地＋ﾌｧｲﾊﾞｰﾒｯｼｭ 漆喰塗り仕上げ

漆喰塗り仕上げ 木ｽﾞﾘ下地ァ6

南蛮漆喰ァ9

漆喰段塗り

階段室及び上口

同　　上 同　　上

階段踏板及び蹴込板既存材

同　上

既存階段ｻｻﾗ板

2,086同　　上 同　　上 同　　上 同　　上

既存根太60*120＋床下地ァ12

既存ﾁｬﾝﾈﾙ鋼75＊180ﾀﾞﾌﾞﾙ＊5 土壁下地＋ﾌｧｲﾊﾞｰﾒｯｼｭ

京壁掻き落し仕上げ 木天井下地 既存潵垢天井目透かし張り 2,398既存畳寄せ

同　　上 同　　上

廻り縁取合い換気ｽﾘｯﾄ透かし

2,473

水　　　屋

廊　　　下

便　　　所

階　段　室

同　　上

同　　上 2,394

1FL±0

2FL±0

同上

同上

同上

同上

同上同　　上 同　　上

同　　上 既存縁甲板ァ15

小便器部床ﾀｲﾙ仕上げ　25角

-12 既存木製H=180

潵塗装

同　上 同　　上

同　　上

既存階段ｻｻﾗ板 漆喰塗り仕上げ

同　　上

同　　上

既存潵垢天井突付け張り

既存潵垢天井太棹縁羽重ね張

既存潵垢天井棹縁羽重ね張

同　　上

廊下まで一天井

水屋まで一天井

漆喰塗り仕上（北面、西面）

同　　上 網代天井

同上（南面、東面）

幅木紙貼H175

幅木紙貼H175

幅木紙貼H175

幅木紙貼H175

既存潵垢天井棹縁羽重ね張

同　上

同　上

同　上

同　上

既存木製廻縁

造付家具・その他 設　備　機　器

収納床：既存床板

収納天井：既存潵垢板棹縁羽重ね張り

収納壁：漆喰塗り、既存棚板

押入床：既存床板

押入壁：漆喰塗り

押入天井：既存潵垢板棹縁羽重ね張り

同　　上

床間：本床、漆喰壁、ｱｰﾁ潵垢天井

飾り床：地袋、下り壁、京壁掻き落し

床脇：地袋、天袋、京壁掻き落し

押入：既存床板、漆喰壁、棹縁天井

漆喰塗り仕上

飾り床下り壁京壁掻き落し

漆喰塗り仕上げ

小便器前既存縦板張り

１階：

地階：

最高高さ 5,760 mm　／　最高軒高 4,477 mm

奥座敷、床の間、水屋：ﾋﾞﾙﾄｲﾝﾀｲﾌﾟｴｱｺﾝ(ﾀﾞｸﾄ式、本体押し入れ内設置)

京壁掻き落し(隔て和便側)

1階天井裏：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断澷材24Kァ100敷き込み

天井ﾋﾞﾙﾄｲﾝﾀﾞｸﾄ式ｴｱｺﾝ

地
　
階

押入れ内ﾊｳｼﾞﾝｸﾞｴｱｺﾝ設置

換気扇

天井ﾋﾞﾙﾄｲﾝﾀﾞｸﾄ式ｴｱｺﾝ

水屋及び洗面所：給水 ／ 排水（浄化槽より水路へ放流）

新座敷　工事概要・外部内部仕上げ表

ｺﾝｸﾘｰﾄ掻き落し仕上げ

1
　
階

次　の　間

本　　　席

本　席　西

外階段ﾎﾟｰﾁ

東濡縁下土間

下地：既存杉野地板 t=18＋既製ﾄﾝﾄﾝ葺ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ＋瓦桟

53.63㎡

地階板の間

隔て壁漆喰塗り(隔て小便側)

押入れ衾へ開口を設置して吹出口とする

小屋裏内換気扇

吹出口を床脇の天袋と垂れ壁隙間に設置

水屋脇の押入れ壁へ吹出口設置

水屋給排水設備

一級建築
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